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12
月
16
日
執
行

五
霞
中
学
校
で
選
挙
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
選
挙
管
理
委

員
会
と
五
霞
中
学
校
が
、
合
同
で
「
生

徒
会
役
員
選
挙
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
投
票
す
る
前
に
、
選

挙
の
仕
組
み
や
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
若
い
世
代
の
意
見
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
は
投
票
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
授
業
で
学
び
ま
し
た
。

　
中
学
校
生
徒
会
役
員
選
挙
に
お
い
て

は
、
次
年
度
の
役
員
を
決
め
る
た
め
、

３
年
生
の
生
徒
が
代
表
で
実
際
の
選
挙

制
度
に
準
じ
た
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
物
と
同
じ
素
材
の
投
票
用
紙
と
選

挙
機
材
（
投
票
記
載
台
、
投
票
箱
等
）

を
使
用
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

が
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
を

務
め
た
こ
と
で
、
緊
張
感
の
あ
る
空
間

と
な
り
、
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
と
な

り
ま
し
た
。

人
権
は
身
近
な
も
の
で
す

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
の
権
利
で
、
人
種
や
民
族
、
性

別
を
超
え
て
万
人
に
共
通
し
た
一
人
ひ

と
り
に
備
わ
っ
た
権
利
で
す
。
人
権
は

難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
係
あ

る
こ
と
で
す
。
常
に
関
心
を
も
っ
て
自

分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

○
同
和
問
題
の
解
決
に
は

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的

差
別
に
よ
っ
て
、
国
民
の
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化

的
に
低
い
状
態
を
強
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
同
和
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
人
々

が
、
今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、

就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
、
そ
の

他
、
日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
差

別
を
受
け
る
と
い
う
、
重
大
な
人
権
問

題
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
一
層

理
解
を
深
め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め

直
す
と
と
も
に
、
自
ら
を
啓
発
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す

る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ

て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

28
年
12
月
16
日
に
、
部
落
差
別
の
解
消

●
投
票
用
紙
へ
の
記
載

　
本
物
と
同
じ
素
材
の
投
票
用
紙
に

記
載
し
ま
し
た
。

●
投
票
箱
へ
の
投
函

　
記
載
台
で
投
票
用
紙
に
記
入
後
、

実
際
に
投
票
箱
に
投
函
し
ま
し
た
。

人
権
教
育
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

　
町
で
は
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
啓
発
活
動

と
し
て
、
人
権
教
育
研
修
会
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
を
講

じ
た
う
え
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
日
時

　
３
月
11
日
㈯

　
午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
会
場

　
中
央
公
民
館
　
講
堂

○
内
容

・
五
霞
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の 

　
発
表

・
講
演
会

　
講
師
　
駒こ

ま
井い

忠た
だ
之ゆ
き
氏

（
水
平
社
博
物
館
館
長
）

演
題
「
熱
と
光
を
求
め
て
～
水
平

社
創
立
の
思
想
に
学
ぶ
～
」

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎

（84）
１
４
６
０

を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
地
方
公
共
団
体
は
、

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え

た
連
携
を
図
り
つ
つ
、
部
落
差
別
に

関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め

の
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
や
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
部
落
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
必
要
な
教
育
や
啓

発
に
努
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
啓
発
活
動
や

人
権
教
育
な
ど
、
同
和
問
題
が
解
決

さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。


